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経　　済

製油所も減らさず、燃料油事業は縮小から「拡大」に転換。温暖化対策
はどこかへ吹き飛ばす先祖返り。中東混乱が収束した後、「脱石油」から
の逃避はいずれ災厄を招く。目先だけのデタラメ経営は罪深い。（84頁）
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ほぼ総主流派「国力研究会」の珍喜劇は、逆
に高市支持の弱さと脆さを示す結果に。国民
人気が支える政権に、痛みを伴う政治は不可
能。この非常時に「節約」も言い出せぬ小心
宰相に、無定見な与野党が屈従する。（48頁）
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製油所も減らさず、燃料油事業は縮小から「拡大」に転換。温暖化対策
はどこかへ吹き飛ばす先祖返り。中東混乱が収束した後、「脱石油」から
の逃避はいずれ災厄を招く。目先だけのデタラメ経営は罪深い。（84頁）

世界と比べても医師数は極めて少なく、超高齢
化で医療需要は増大する。なのに、医師の数を
減らすのは、財務省・厚労省・日本医師会・議
員が利権と既得権を貪れるから。後で泣くのは
お上に従順な国民だ。（110頁）
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ほぼ総主流派「国力研究会」の珍喜劇は、逆
に高市支持の弱さと脆さを示す結果に。国民
人気が支える政権に、痛みを伴う政治は不可
能。この非常時に「節約」も言い出せぬ小心
宰相に、無定見な与野党が屈従する。（48頁）
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